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三中生徒会とのディスカッション

「ＺＡＫＫＵＢＡＲＡＮ」を開催!!

議会だより
第266号 令和8年5月1日発行

編集 奈良県生駒郡  三郷町議会／広報編集委員会・議会事務局

主 な 内 容

◆ ３月定例会の主な内容･････････P2・3
◆ 一般質問･････････････････････P4～7
◆ 審議結果と議会のうごき･･････････P8

２月１８日に三郷中学校生徒会・三郷町議会・
三郷町でディスカッションを開催し、生徒会
の皆さんから「まちづくり」に関する事案も
含め、積極的な意見をたくさんいただきまし
た。これからもいろんなアイデアを聞かせて
くださいね♪

毎月 11日は『人権を確かめあう日』です。



主
な
議
案
の
内
容

同
意
第
１
号

副
町
長
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

(

全
会
一
致
原
案
同
意)

氏
名
　
安
井
　
規
雄
　
氏

同
意
第
２
号

固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
に
つ
き
同

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

(

全
会
一
致
原
案
同
意)

氏
名
　
安
井
　
規
雄
　
氏

同
意
第
３
号

教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
に
つ
き

同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

(

全
会
一
致
原
案
同
意)

氏
名
　
木
村
　
維
久
子
　
氏

諮
問
第
１
号

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ

き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

(

全
会
一
致
原
案
適
任)

氏
名
　
中
谷
　
裕
美
子
　
氏

議
案
第
５
号

令
和
８
年
度
三
郷
町
一
般
会
計
予
算

【
予
算
総
額　
１
０
７
億
２
，
０
０
０
万
円
】

（
前
年
度
比
２
億
１
，
０
０
０
万
円
減
）

(

賛
成
多
数
原
案
可
決)

Q
令
和
８
年
度
は
小
学
校
の
給
食
費
が

無
償
と
な
っ
て
い
る
の
は
？

A
令
和
８
年
度
か
ら
国
・
県
の
補
助
金

が
交
付
さ
れ
る
た
め
、
令
和
８
年
度

予
算
で
は
給
食
費
を
無
償
と
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
物
価
高
騰
等
に
よ

り
材
料
費
等
の
変
動
も
予
想
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
財
政
状
況
や
国
・
県
の
補
助
金
額

等
も
勘
案
し
、
給
食
費
を
決
定
す
る
必
要

が
あ
る
た
め
、
令
和
９
年
度
以
降
も
給
食

費
が
無
償
と
な
る
こ
と
を
確
約
す
る
と
い

う
意
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Q
現
在
、
お
も
ち
ゃ
美
術
館
へ
の
送
迎

は
三
郷
駅
か
ら
だ
け
だ
が
、
信
貴
山

下
駅
か
ら
も
送
迎
出
来
な
い
か
。

A
ご
意
見
を
反
映
す
る
ル
ー
ト
に
つ
い

て
、
委
託
先
の
㈳
檸
檬
会
と
検
討
を

し
ま
す
。

Q
部
活
動
の
地
域
移
行
を
し
な
か
っ
た

部
活
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
地
域
移

行
し
な
い
部
活
に
対
す
る
補
助
金
は
あ
る

の
か
。

A
サ
ッ
カ
ー
部
は
、
平
群
町
の
地
域
ク

ラ
ブ
と
合
同
で
活
動
す
る
こ
と
に
な

り
、運
営
補
助
を
予
算
計
上
し
て
い
ま
す
。

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
と
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

部
は
、
地
域
移
行
せ
ず
、
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

に
移
行
す
る
た
め
、
運
営
補
助
は
あ
り
ま

せ
ん
。
な
お
、
水
泳
部
は
廃
部
と
な
り
ま

す
。Q

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
が
妊
婦
対

象
の
定
期
接
種
に
な
る
が
、
そ
の
準

備
と
周
知
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

A
妊
婦
健
診
と
一
体
的
に
実
施
し
、
対

象
と
な
る
妊
婦
の
方
に
は
、
個
別
に

周
知
し
ま
す
。

議
案
第
14
号

日
本
遺
産
龍
田
古
道
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

(

全
会
一
致
原
案
可
決)

Q
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
を
実
施
す
る
と
の
こ

と
だ
が
、
ガ
イ
ド
さ
ん
は
他
の
ガ
イ

ド
ツ
ア
ー
と
の
兼
ね
合
い
が
あ
る
の
で
早

め
の
周
知
が
必
要
で
は
?

A
早
め
の
周
知
で
協
力
を
あ
お
ぎ
ま

す
。

Q
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
付
近
は
浸
水
区

域
に
な
っ
て
い
る
が
大
丈
夫
か
。

A
建
物
自
体
が
か
さ
上
げ
さ
れ
て
お

り
、
上
流
部
に
お
い
て
は
国
に
よ
る

治
水
対
策
も
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

浸
水
の
可
能
性
は
低
く
な
っ
て
い
る
と
考

え
ま
す
。

Q
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
へ
の
大
正
橋
交

差
点
か
ら
の
進
入
が
し
に
く
い
が
、

対
策
は
。

A
関
係
機
関
と
協
議
し
対
応
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　５月オープン予定の日本遺産龍田古道ビジ
ターセンターを視察しました。日本遺産の紹介
ブースやトイレ・シャワー室も完備されており、
周辺を散策した後の休憩に適した施設となって
います。５月２日(土)にオープニングセレモニー
開催予定です。

令和８年第１回(３月)
定例会

３月５日(木)～17日(火)
【13日間】

● �予算・決算特別委員会 
開会日　３月９日(月)～10日(火)

● �総務建設常任委員会 
開会日　３月11日(水)

● �文教厚生常任委員会 
開会日　３月12日(木)

日本遺産龍田古道ビジターセンター視察
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主
な
議
案
の
内
容



請
願
第
１
号

「
三
郷
町
官
製
談
合
再
発
防
止
対
策

検
討
委
員
会
報
告
書
の
検
証
及
び
再

調
査
を
行
う
第
三
者
に
よ
る
調
査
機

関
の
設
置
を
求
め
る
請
願
書
」

(

賛
成
多
数
原
案
採
択)

請
願
趣
旨

　
町
が
設
置
し
た
「
三
郷
町
官
製
談
合
再

発
防
止
対
策
検
討
委
員
会
」
が
取
り
ま
と

め
た
令
和
７
年
１２
月
付
け
最
終
報
告
書
に

係
り
、
内
容
に
看
過
で
き
な
い
問
題
点
※

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
関
係
者
に
よ
る
内
部

検
証
で
は
な
く
、
第
三
者
性
を
備
え
た
独

立
し
た
調
査
機
関
に
よ
る
検
証
と
再
調
査

を
求
め
る
。

※
問
題
点

・�

委
員
会
の
中
立
性
と
検
証
の
妥
当
性
の

欠
如

・�

過
剰
な
情
報
公
開
に
よ
る
社
会
的
制
裁

の
繰
り
返
し

・�

組
織
的
な
要
因
の
認
定
及
び
言
及
回
避

と
個
人
的
要
因
へ
の
不
当
な
矮
小
化

請
願
事
項(

要
旨)

１
．�

報
告
書
の
中
立
性
と
検
証
体
制
の
見

直
し
を
求
め
る
。

２
．�

過
剰
な
情
報
公
開
の
是
正
と
人
権
へ

の
配
慮
を
求
め
る
。

３
．�
組
織
的
責
任
の
明
確
化
と
説
明
責
任

の
履
行
を
求
め
る
。

４
．�
実
効
性
あ
る
再
発
防
止
策
の
策
定
を

求
め
る
。

５
．�

住
民
へ
の
説
明
責
任
の
履
行
と
信
頼

回
復
を
求
め
る
。

　１月29日・30日に神奈川県寒川町と同県葉
山町に議会ＤＸや議会ＢＣＰ、また、通年議会
等について行政視察研修に行きました。現地で
視察した内容を参考に、本町の議会改革を進め
ていきたいと思います。

一 般 質 問一 般 質 問
一般質問とは、議員が町の行財政全般にわたってその方針や考えを聞き、疑問点をただしたり、町民
の要望に応え、新たな政策を提案したりするものです。なお、掲載された質問は、各議員が執筆し概
要をまとめたものです。詳細は会議録に記録されておりますので、ご覧になりたい方は、発行時期な
どを議会事務局までお問い合わせください。

澤 美穂　議員
・人工装具「エピテーゼ」も助成対象に
・防災トイレカーの運用について
・職員の育休カバー手当の創設を

神崎 静代　議員
・地方公共団体等の外部監査制度の導入を
・選挙における投票率向上の取り組みを

吉村 今日子　議員
・中学校の部活動地域移行について
・「空き家等の適正管理に関する条例」について

木口屋 修三　議員
・街路樹の管理・安全対策について

奥山 一臣　議員
・�住民の負担を軽減する為の行政手続き申請のデ
ジタル化について

南田 善紀　議員
・�日本版DBS( こども性暴力防止法 )への対応に
ついて
・�中学校部活動の地域移行に伴う公平な運用につ
いて
髙田 好子　議員
・母子保健DXの推進について
・障がい者支援について
・�聞き取り困難症「LiD」聴覚情報処理障がい
「APD」について
辰己 圭一　議員
・機能別消防団員制度の必要性について

 YouTube でも CHECK!!

先進地行政視察研修

寒川町議会

葉山町議会
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内
容

一

般

質

問

	

令
和
８
年
３
月
５
日
開
催
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一

般

質

問

	

令
和
８
年
３
月
５
日
開
催

　

　

　

　Q

Q

A
現
在
実
施
し
て
い
る
ア
ピ
ア
ラ

ン
ス
ケ
ア
は
、
が
ん
治
療
に
よ

る
外
見
の
変
化
に
起
因
す
る
不
安
や
精

神
的
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
し
、
社
会
参
加

の
促
進
と
生
活
の
質
の
向
上
を
図
る
た

め
、
令
和
３
年
度
か
ら
医
療
用
ウ
イ
ッ

グ
や
乳
房
補
正
具
の
購
入
費
用
の
一
部

を
年
齢
制
限
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
１
回
に

限
っ
て
助
成
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
10
月
、
箕
面
市
が
大
阪
府
内
初
、

ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
に
対
す
る
助
成
を

が
ん
患
者
以
外
に
も
拡
大
し
、
対
象
補

整
具
に
欠
損
し
た
体
の
一
部
を
人
工
的

に
補
う
「
エ
ピ
テ
ー
ゼ
」
を
追
加
導
入

さ
れ
て
お
り
、
ど
の
程
度
の
潜
在
ニ
ー

ズ
が
あ
る
の
か
、
ま
た
助
成
額
・
上
限

額
は
ど
の
よ
う
に
設
定
す
る
の
が
妥
当

な
の
か
を
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
エ
ピ
テ
ー
ゼ
へ
の
助
成
を
含
め
、
18

歳
未
満
の
患
者
さ
ん
へ
の
補
整
具
に
関

し
て
は
、
成
長
に
あ
わ
せ
て
助
成
回
数

を
改
め
る
と
い
う
こ
と
も
含
め
て
再
度

見
直
し
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
着
手
し
、

実
行
に
移
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

A
外
部
監
査
制
度
は
、
内
部
で
行

う
監
査
委
員
制
度
を
補
完
す
る

た
め
、
町
の
監
査
委
員
に
加
え
て
、
外

部
監
査
人
に
よ
る
監
査
を
導
入
す
る
こ

と
で
、
町
の
行
財
政
運
営
に
対
し
て
、

住
民
の
皆
様
か
ら
の
信
頼
が
高
ま
る
も

の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
個
別
外
部
監
査
契
約
は
、
請
求
や
要

求
が
あ
っ
た
場
合
に
、
案
件
ご
と
に
契

約
を
締
結
す
る
も
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

条
例
で
定
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
外
部
監
査
人
は
、
町
の
組
織
に
属

さ
な
い
外
部
の
弁
護
士
や
公
認
会
計

士
、
税
理
士
な
ど
で
、
町
の
事
務
を
専

門
的
で
独
立
し
た
立
場
か
ら
チ
ェ
ッ
ク

で
き
ま
す
。

　
万
が
一
、
町
長
も
含
め
た
職
員
に
よ

る
不
適
切
な
事
務
や
契
約
、
公
金
の
支

出
等
の
疑
念
が
あ
る
場
合
は
、
個
別
監

査
は
大
変
有
用
な
も
の
で
あ
り
、
住
民

の
皆
様
に
対
す
る
行
政
事
務
の
透
明
性

の
確
保
と
説
明
責
任
に
も
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
来
年
度
以
降
、
で

き
る
限
り
早
期
に
個
別
外
部
監
査
に
係

る
条
例
を
制
定
で
き
る
よ
う
検
討
を
進

め
ま
す
。

澤　美穂

神崎　静代

人工装具「エピテーゼ」も助成
対象に。

地方公共団体等の外部監査制度
の導入を

三郷町のアピアランスケア助成をがん以外の病気・外傷・先天
的要因にも広げ、奈良県内初となる身体欠損を補うエピテーゼ
も助成に追加し、また１８歳以下の子どもには成長に合わせ、
生涯１回限りとしない助成を要望する。

町長や職員等による公金の支出、財産の管理、契約の締結など
の財務会計上に違法または不適切な行為があると考えられる場
合、議会や首長、住民からの請求があった事項について個別外
部監査制度の導入を。
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各
議
員
の
質
問
を
動
画
で
視
聴
で
き
ま
す
。
氏
名
横
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

　

　

　Q

Q

A
国
は
２
０
１
４
年
に
「
空
家
等

対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措

置
法
」
を
制
定
し
、
空
き
家
の
適
正
管

理
を
義
務
付
け
、
必
要
な
場
合
に
行
政

が
指
導
・
命
令
を
行
い
、
特
定
空
家
等

に
は
、
強
制
的
措
置
が
可
能
と
な
る
規

定
を
設
け
て
い
ま
す
。
ま
た
実
効
性
を

高
め
る
た
め
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ

た
条
例
制
定
を
行
っ
て
い
る
自
治
体
も

あ
り
ま
す
。

　
本
町
で
は
、
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ

て
い
な
い
空
き
家
を
定
期
的
に
巡
回

し
、
条
例
に
基
づ
き
、
適
正
な
管
理
の

依
頼
な
ど
、
特
定
空
家
に
な
ら
な
い
よ

う
助
言
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

危
険
老
朽
空
家
の
解
体
補
助
金
や
定
住

化
促
進
空
家
活
用
及
び
建
替
補
助
金
を

交
付
し
、
空
家
数
の
減
少
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
自
治
体
は
、
法
律
を
基
礎
と
し
、
実

情
に
応
じ
た
条
例
制
定
が
可
能
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
本
町
の
条
例
・
規
則
を
精

査
し
た
上
で
、
国
や
他
の
自
治
体
の
動

向
を
注
視
し
な
が
ら
、
必
要
が
あ
る
場

合
は
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

A
街
路
樹
の
倒
木
事
故
は
全
国
で

増
加
し
て
お
り
、
令
和
元
年
に

は
佐
賀
県
唐
津
市
で
松
の
倒
木
に
よ
り

11
歳
の
児
童
が
死
亡
す
る
事
故
が
発
生

し
ま
し
た
。
国
土
交
通
省
の
調
査
で
は
、

令
和
３
年
４
月
〜
令
和
６
年
11
月
ま
で

の
約
３
年
半
で
倒
木
事
故
は
８
０
１

件
、
人
身
事
故
は
33
件
で
、
原
因
は
台

風
・
強
風
29
％
、
腐
朽
・
病
害
26
％
が

全
体
の
半
分
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

本
町
が
管
理
し
て
い
る
街
路
樹
は

８
８
７
本
で
、「
ト
ウ
カ
エ
デ
」
が
約

６
割
を
占
め
、
毎
年
９
〜
10
月
に
全
樹

木
の
剪
定
を
行
い
、
枯
損
木
は
伐
採
し

て
い
ま
す
が
、
通
学
路
や
交
通
量
等
に

応
じ
た
維
持
管
理
の
優
先
順
位
や
樹
木

医
に
よ
る
診
断
は
実
施
し
て
い
ま
せ

ん
。

　
ま
た
、
本
町
の
街
路
樹
に
つ
い
て
は
、

昭
和
40
～
60
年
代
に
住
宅
開
発
事
業
等

で
植
栽
さ
れ
た
樹
木
が
大
半
で
、
老
朽

化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は

一
部
撤
去
を
含
め
、
対
応
を
検
討
し
ま

す
。

吉村　今日子

木口屋　修三

「空き家等の適正管理に関する
条例」について

街路樹の管理・安全対策に
ついて

本町には「空き家等の適正管理に関する条例」があるが、国の「空
家等対策の推進に関する特別措置法」にある「特定空家」の定
義がない。また 2023 年の改正で「管理不全空家」の区分が
できたことも含め、条例の見直しを。

街路樹の現況把握、危険度に応じた優先点検、樹木医による
専門診断の活用や老朽木の更新など、計画的管理体制の整備
が求められます。町としても安全確保を最優先に、点検強化と
適切な更新を進める必要があるのでは。
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一

般

質

問

	

令
和
８
年
３
月
５
日
開
催

　

　

　

　Q

Q

A
全
国
的
に
少
子
化
が
進
ん
で
い

る
中
、
特
に
多
人
数
で
競
技
す

る
種
目
は
人
数
が
集
ま
ら
ず
、
１
つ
の

チ
ー
ム
で
は
大
き
な
大
会
に
出
場
で
き

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
日

本
中
学
校
体
育
連
盟
の
大
会
で
は
、
近

隣
中
学
校
と
の
合
同
チ
ー
ム
で
出
場
で

き
る
た
め
、
活
動
機
会
が
損
な
わ
れ
る

こ
と
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

部
活
動
地
域
移
行
に
伴
い
、
受
益
者
負

担
が
発
生
す
る
た
め
、
経
済
的
な
理
由

で
部
活
動
に
参
加
で
き
な
い
生
徒
に
対

し
、
就
学
援
助
費
に
そ
の
費
用
を
含
め

る
ほ
か
、
生
活
困
窮
世
帯
に
対
し
て
は
、

そ
の
費
用
を
免
除
で
き
る
よ
う
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
な
お
、
地
域
ク
ラ
ブ

と
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
目
的
な
ど
が
異
な
る
た
め
、
ク
ラ

ブ
チ
ー
ム
は
、
地
域
ク
ラ
ブ
の
よ
う
に

学
校
施
設
の
優
先
的
な
利
用
は
で
き
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
令
和
８
年
度
か
ら
始

ま
る
事
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
何
か
問

題
点
が
見
え
た
場
合
に
は
、
そ
の
都
度

協
議
を
行
い
、
前
向
き
に
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

A
本
町
で
は
、
行
政
手
続
き
の
利

便
性
向
上
と
事
務
の
効
率
化
を

目
的
と
し
て
電
子
申
請
フ
ォ
ー
ム
の
整

備
を
行
い
、
対
象
と
な
る
６
８
４
の
手

続
き
の
内
３
０
３
の
手
続
き
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
請
可
能
と
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
役
場
側
の
手
続

き
は
、
電
子
申
請
さ
れ
た
申
請
書
を
印

刷
し
、
従
来
通
り
の
手
続
き
を
行
っ
て

お
り
、
今
後
は
役
場
内
部
の
デ
ジ
タ
ル

化
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
三
郷
町
は
、
住
民
の
利

便
性
向
上
・
行
政
手
続
の
効
率
化
と
、

デ
ジ
タ
ル
に
親
し
み
の
な
い
方
の
フ
ォ

ロ
ー
の
両
立
を
目
指
し
ま
す
。
電
子
申

請
可
能
な
手
続
き
を
充
実
さ
せ
な
が

ら
、
デ
ジ
タ
ル
が
苦
手
な
方
に
は
窓
口

で
職
員
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
用
し
て
申

請
の
支
援
を
す
る
、議
員
ご
提
案
の
「
書

か
な
い
窓
口
」
の
設
置
や
自
宅
か
ら
歩

い
て
行
け
る
場
所
で
も
同
様
の
支
援

を
受
け
な
が
ら
手
続
き
が
可
能
な
「
リ

モ
ー
ト
相
談
窓
口
」
を
整
備
し
て
い
く

こ
と
で
、「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
町

づ
く
り
」
を
実
現
し
て
ま
い
り
ま
す
。

奥山　一臣

南田　善紀

住民の負担を軽減する為の行政
手続き申請のデジタル化について

中学校部活動の地域移行に伴う
公平な運用について

町の各種申請や窓口業務の中で、インターネット等で出来る手
続きは、どの程度あるのか？
窓口に行かずに手続きできるオンライン窓口やタブレット等に
よる「書かない窓口」など、窓口のデジタル化が必要だと思うが、
町長の考えは？

令和８年４月から、休日における学校部活動（教員指導）が実
施されない運用へ移行する予定であります。移行後も、三郷町
民の中学生がこれまで同様にスポーツ活動へ取り組めるよう公
平な運用を強く要望します。
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各
議
員
の
質
問
を
動
画
で
視
聴
で
き
ま
す
。
氏
名
横
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

　

　

　Q

Q

A
地
域
生
活
支
援
拠
点
は
、
障
が

い
の
あ
る
方
や
そ
の
家
族
が
緊

急
時
に
も
必
要
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る

体
制
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
地
域
全

体
で
支
え
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
も
の

で
、
関
係
機
関
と
の
協
議
を
進
め
た
結

果
、
上
牧
町
に
お
い
て
県
の
認
可
が
下

り
、
現
在
、
事
業
開
始
に
向
け
た
具
体

的
な
準
備
を
進
め
て
お
り
、
令
和
８
年

12
月
の
開
所
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
高
次
脳
機
能
障
害
は
、
脳
血
管
疾
患

や
交
通
事
故
等
に
よ
る
脳
損
傷
を
原
因

と
し
て
、
記
憶
障
害
、
注
意
障
害
、
感

情
や
行
動
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
困
難
さ

な
ど
が
生
じ
る
障
が
い
で
あ
り
、
外
見

か
ら
わ
か
り
に
く
い
特
性
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
ご
本
人
や
ご
家
族
の
み
な
ら
ず
、

周
囲
か
ら
も
理
解
さ
れ
に
く
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
支
援
体
制
と
し
て
は
、
県
の
高
次
脳

機
能
障
害
支
援
セ
ン
タ
ー
、
保
健
所
、

町
の
福
祉
担
当
窓
口
等
が
連
携
し
て
対

応
し
、
複
合
的
な
課
題
に
対
応
す
る
た

め
の
「
重
層
的
支
援
体
制
」
を
整
備
し
、

包
括
的
な
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

A
消
防
団
は
、
地
域
防
災
の
中
核

を
担
う
重
要
な
組
織
で
あ
り
、

平
常
時
・
災
害
時
を
通
じ
て
地
域
の
安

心
安
全
を
支
え
る
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
地
域
を
支
え
る
消

防
団
員
の
人
数
は
、
全
国
的
に
減
少
傾

向
に
あ
り
、
本
町
で
も
定
員
86
人
に
対

し
77
人
と
な
っ
て
お
り
、
消
防
団
員
の

確
保
は
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

議
員
か
ら
ご
提
案
の
あ
り
ま
し
た

「
機
能
別
消
防
団
員
制
度
」
は
、
担
い

手
不
足
の
観
点
か
ら
設
置
さ
れ
ま
し
た

が
、
特
定
の
活
動
や
役
割
に
限
定
し
て

消
防
団
活
動
に
参
加
す
る
仕
組
み
で
、

地
域
防
災
力
の
維
持
・
向
上
を
図
る
た

め
の
制
度
で
す
。

　
ま
た
、
災
害
時
の
み
の
出
動
な
ど
に

限
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
参
加

の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
組
織
力
や
処
遇
面
等
の
課
題
も

あ
る
た
め
、
今
後
、
分
団
長
会
議
な
ど

を
通
じ
て
、
意
見
を
し
っ
か
り
と
聴
き

な
が
ら
、
本
町
に
最
適
な
消
防
団
体
制

の
あ
り
方
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

辰己　圭一

髙田　好子

機能別消防団員制度の必要性に
ついて

障がい者支援について

近年の自然災害に対して、消防団員の確保に向けた取組が必
要不可欠であると考える。
万が一の大規模災害発生時に限定して、OB 消防団員が活動で
きる「機能別消防団員制度」の導入を本町においても検討する
べきと考えるが、町の見解は。

障害者総合支援法により「地域生活支援拠点等の整備」が義務
化され、国会にて成立した「高次脳機能障害支援法」の支援体
制の構築が求められています。西和７町で整備の地域生活支援
拠点の整備状況は。高次脳機能障害を抱える方への支援策は。



令和８年第１回 (３月 ) 定例会（令和８年３月５日～１７日）
議　　案 審議結果 神

崎
吉
村

南
田 南 髙

田
奥
山 澤 辰

己
木
口
屋

伊
藤

副町長の選任につき同意を求めることについて 原案同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議
長

固定資産評価員の選任につき同意を求めることについて 原案同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
教育委員会教育長の任命につき同意を求めることについて 原案同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 適任 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和７年度三郷町一般会計補正予算（第９号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和７年度三郷町国民健康保険特別会計補正予算 ( 第４号 ) 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和７年度三郷町下水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和８年度三郷町一般会計予算 原案可決 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和８年度三郷町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算 原案可決 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和８年度三郷町し尿浄化槽管理特別会計予算 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和８年度三郷町国民健康保険特別会計予算 原案可決 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和８年度三郷町介護保険特別会計予算 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和８年度三郷町後期高齢者医療特別会計予算 原案可決 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和８年度三郷町下水道事業会計予算 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
児童福祉法等の一部改正に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
三郷町乳児等通園支援事業に関する条例の制定について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
日本遺産龍田古道ビジターセンターの設置及び管理に関する条例の
制定について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
三郷町手数料条例の一部改正について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
三郷町国民健康保険税条例の一部改正について 原案可決 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
FSS35 スポーツパークの設置及び管理に関する条例の一部改正について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
三郷町介護保険条例の一部改正について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
三郷町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
三郷町信貴の湯温泉観光施設の設置及び管理に関する条例の一部改
正について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

三郷町下水道条例の一部改正について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
三郷町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部改
正について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

三郷町消防団員等公務災害補償条例の一部改正について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
三郷町農業公園信貴山のどか村の指定管理者の指定について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和６年度（繰）日本遺産ビジターセンター「亀の瀬東口駅」整備
工事（新しい地方経済・生活環境創生交付金事業）請負契約の契約
金額変更に係る専決処分の報告について

報告受理 － － － － － － － － －

【請願】三郷町官製談合再発防止対策検討委員会報告書の検証及び再
調査を行う第三者による調査機関の設置を求める請願書 原案採択 ● ● 〇 〇 ● 〇 ● 〇 〇

令和８年第１回 (１月 ) 臨時会（令和８年 1月 21日）
令和７年度三郷町一般会計補正予算（第６号）の専決処分について 原案承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

長令和７年度三郷町一般会計補正予算（第７号）の専決処分について 原案承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和７年度三郷町一般会計補正予算（第８号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※原則、議長は可否同数の場合のみ採決に加わります。

審　議　結　果 〇 ：賛成　● ：反対
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良
県
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
会

17
日　

�

全
員
協
議
会
・
本
会
議

18
日　

�

三
郷
・
三
郷
北
小
学
校
卒
業
式

19
日　

�

南
畑
幼
稚
園
卒
園
式�

例
月
現
金
出
納
検
査

25
日　

�

西
部
保
育
園
卒
園
式

27
日　

�

老
人
福
祉
施
設
三
室
園
組
合
議
会�

王
寺
周
辺
広
域
休
日
応
急
診
療
施
設�

組
合
議
会�

王
寺
周
辺
広
域
市
町
村
圏
議
長
会

４
月

４
日　

�

西
部
保
育
園
入
園
式

８
日　

�

三
郷
中
学
校
入
学
式

９
日　

�

三
郷
・
三
郷
北
小
学
校
入
学
式

10
日　

�

南
畑
幼
稚
園
入
園
式�

４
．
11
「
人
権
を
確
か
め
あ
う
日
」�

県
内
一
斉
集
会

14
日　

�

生
駒
郡
町
議
会
議
長
会

16
日　

�

例
月
現
金
出
納
検
査
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